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具体的質問内容（小項目） 

 

 

1 新型コロナウイルス感染症

禍を意識した来年度の事業計

画について。 

【質問趣旨】 

本年４月から６月期の日本経

済は新型コロナウイルス感染

拡大を抑え込むため幅広い経

済活動が停止に追い込まれ、

実質国内総生産が年率換算で

２７．８％とかつてないほど

の落ち込みを記録している。

その影響は本市の事業者、法

人の売り上げや個人所得にも

少なからず波及し、未だ回復

への見通しは全く不透明であ

る。これは本市においての歳

入にも影響を及ぼすとされ、

少子高齢化において近年硬直

化をたどっている本市の財政

において、今後さらに厳しさ

に拍車がかかってくると予想

される。この危機下において 

本市の財政状況とそれを踏ま 

 

 

 

 

 

（１）予想される来年度の財

政見通しとそれを踏まえて

の財政計画について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本年６月付で示されたこの先５年間の財政収支見通しにおける、令和３年度の歳 

入見通しは３８４億４千万円、令和４年度は３８３億４千万円とあり、これは本年 

の予算額の３８７億４千万円に対して３億円程度の下げ幅である。その内市税にお 

いては令和３年度は本年度より－約７億円、令和４年度は－約１７億円とある。そ 

の理由に「人口動向や法人市民税の税率引き下げ、固定資産税は、評価替えを含む 

決算における増減率や企業立地の状況などを勘案して推計」とあるがこの歳入見通 

しは新型コロナウイルス感染症の影響をどれだけ意識して作成したのか伺う。 

② ７月以降の新型コロナウイルス感染症の被害状況と経済状況の動向受けて、歳入 

 見通しは財政収支見通し作成時と比べて更に厳しい状況と考えるが見解を伺う。 

 

③ ②の歳入見通しを踏まえ、歳出見通しが現状のままであるなら、令和３年度の収 

支不足額が５億８千万円より増えるのは必定であると考える。従前の市民サービス 

水準を保ったまま、更には新型コロナウイルス感染症に対しての財政拠出もしなく 

てはならないこの状況を踏まえた、来年度の財政計画を担当課は今年度いつまでに 

示すのか伺う。 

 

④ 本市が平成２７年に策定した「新財政規律ガイドライン」において示した、財 

政調整基金、公共施設等整備基金及び実質公債費比率のそれぞれの数値目標は、健 

全性の確保と持続可能な財政運営を行う上で必須であると考えるが、数値目標達成 

に向けてのペース維持と、新型コロナウイルス感染症禍においての市民サービス向 

上とのバランスを考慮した場合、財政計画として何を優先的に進めるべきと考える

か見解と方針を伺う。 
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えての認識を問い、来年度の

予算編成と中期事業計画策定

に対して提言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新型コロナウイルス

感染症禍においての来年度

の中期事業計画について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ②、③での歳入の現状とそれを踏まえての歳出抑制に対し、庁内での意識共有が 

必要であると考えるが、財政担当から来年度の予算編成にあたっての総論と基本方 

針をどう示し全庁で共有していくのか伺う。 

 

 

① 新型コロナウイルス感染症の影響により、市民の新しい生活様式を踏まえた中で

自粛や変更を余儀なくされた施策があると推察するが、今年度の施策事業の計画進

捗に対しての現在までの検証と評価を伺う。 

 

② 中期事業計画令和２年度実施計画に記されている財政計画では「令和３年度と４

年度については、臨時財政対策債を措置してもなお財源不足が見込まれており、当

該年度の予算編成までに事務事業の見直しや歳入強化の取り組みを進めていく」と

あるが（１）において示された新型コロナウイルス感染症禍におけるの歳入の落ち

込みを考慮した場合、都市像実現に向けての政策事業に対しての費用対効果の検証

と、部課は違うが類似している事業を１つにしていく取り組みを、スピード感を持

って取り組まなくてはならないと考えるが見解を伺う。 

 

③ 新型コロナウイルス感染症は収束がいつになるかが不透明な状況である。これか

らはウィズコロナを見据えた新しい生活様式を市民が日常化していくための事業を

来年度の中期事業計画の施策体系に組み入れていき、ウィズコロナにおいても、住

みたいまちせとを目指していく中期事業計画が必要と考えるが見解を伺う。 
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④ 将来像実現にむけて市民の実感や都市の実態を評価する数値指標をもとに、重

点施策を抽出し重点事業を位置付け、それを反映したのが今年度までの中期事業

計画である。しかしながら、この先の財政収支見通しと新財政規律ガイドライン

に示された金額目標、そして新型コロナウイルス感染症禍においての市民の生活

の現状を考えると、令和３年度の予算編成は第６次総合計画に掲げた都市像実現

に向けての施策の見直しが必要であると考える。特に費用対効果を意識した事業

選定や優先順位の見直しや廃止の見極め等、財政に対してより一層の意識改革が

必要である。そのためにはまず市長が決断と責任を負い、具体的指示を出し、リ

ーダーシップを以ってウィズコロナ時代の中期事業計画立案と予算編成を断行し

ていかなくてはと考えるが見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


